
号194

ハコミネ町民市（吉野ヶ里温泉駐車場）

令和２年
第２回定例会（６月）
P２〜４ こんなことが決まりました

P６ 議案賛否表

議会ホームページ

P７〜15 そこが聞きたい（一般質問）



議
案
審
議

　令和２年４月16日に臨時会を開催し、４議案を原案どおり可決しました。
　令和２年５月18日に臨時会を開催し、６議案を原案どおり可決しました。
　令和２年第２回定例会を６月９日から16日までの８日間の会期で開催し、上程された３議案を原
案どおり可決し、７件の人事案について同意しました。

こんな
ことが

決まりました
令和2年第２回定例会で
令和2年第２回、第３回臨時会

第２回臨時会　４議案　可決
第３回臨時会　６議案　可決
第２回定例会　３議案　可決、７人事案　同意

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

全
員

同
意

氏
名　
鶴つ
る
田だ

　
朝あ
さ
子こ

年
齢　
６５
歳

地
区　
西
前
牟
田
在
住

任
期　
令
和
2
年
７
月
２２
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
７
月
２1
日
ま
で

消防格納庫移転新築設計
委託料

新型コロナウイ
ルス感染症対策
事業補助金

１２０１２０万円万円

11億億5,9625,962万万88千円千円
上峰町消防団第3部の格納庫を移転する設
計委託料です。

事業者応援給付金事業と
して、売上高減少が20％
以上であれば最大100万
円、売上高減少50％以上
であれば最大200万円支
給するものです。
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議
案
審
議

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
全
員

同
意

氏
名　
髙た
か
島し
ま

　
正ま
さ
典の
り

年
齢　
７１
歳

地
区　
上
坊
所
在
住

任
期　
令
和
2
年
７
月
２０
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
７
月
１９
日
ま
で

氏
名　
石い
し
川か
わ

　
富ふ

美み

夫お

年
齢　
７０
歳

地
区　
井
手
口
在
住

任
期　
令
和
2
年
７
月
２０
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
７
月
１９
日
ま
で

氏
名　
土ど

井い

　
信の
ぶ
子こ

年
齢　
７０
歳

地
区　
船
石
在
住

任
期　
令
和
2
年
７
月
２０
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
７
月
１９
日
ま
で

氏
名　
平ひ
ら
井い

　
繁し

げ
利と
し

年
齢　
６８
歳

地
区　
坊
所
新
村
在
住

任
期　
令
和
2
年
７
月
２０
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
７
月
１９
日
ま
で

氏
名　
末す
え
次つ
ぐ

　
憲の

り
昭あ
き

年
齢　
７３
歳

地
区　
郡
境
在
住

任
期　
令
和
2
年
７
月
２０
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
７
月
１９
日
ま
で

氏
名　
千ち

ぢ々

岩い
わ

　
正ま

さ
明あ
き

年
齢　
６９
歳

地
区　
船
石
在
住

任
期　
令
和
2
年
７
月
２０
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
７
月
１９
日
ま
で
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予

算

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎特別定額給付金給付事業費補助金
� 9億6,000万円
◎特別定額給付金給付事務費補助金
� 900万円
◎財政調整基金繰入金� 1億5,940万2千円
◎子育て世帯臨時特別給付金事業費補助金
� 1,561万円
◎社会保障・税番号制度システム整備費補助金
� 878万9千円
◎平成30年度
　放課後子ども環境整備事業返還金
� 707万円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎特別定額給付金� 9億6,000万円
◎システム改修委託料� 583万円
◎新型コロナウイルス感染症対策事業補助金
� 1億5,962万8千円
◎子育て世帯臨時特別給付金� 1,561万円
◎デジタル手続法に係る戸籍附票システム
　改修委託料� 561万円
◎通知カード・個人番号カード関連
　事務委任交付金� 466万7千円

一 般 会 計 本会期までの累計

  令和２年度　　正予算補
11億8,313万8千円増額して、総額124億9,969万8千円となる。

特 別 会 計 国民健康保険特別会計
170万円を増額して、9億7,146万円となる。

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

歳入
124億
9,969万
8千円

歳出
124億
9,969万
8千円

町税
13億5,580万5千円
10.8％

地方交付税
9億1,557万9千円
7.3％

国庫支出金
16億1,880万8千円
           　　13.0％

県支出金
3億1,574万9千円
2.5％

繰入金
36億3,985万9千円
29.1％

町債
1億9,441万2千円
1.6％

寄附金
40億10万8千円
32.0％

その他
6億4,769万円
3.7％

総務費
81億2,170万2千円
65.0％民生費

13億8,143万円
11.1％

衛生費
5億9,702万6千円
4.8％

農林水産業費
3億8,839万2千円
3.1％

消防費
1億7,054万3千円
1.4％

教育費
6億1,140万9千円
4.9％

公債費
3億7,202万9千円
3.0％

その他
3億199万1千円
2.3％

土木費
5億5,517万6千円
4.4％
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議
案
審
議

　新型コロナウイルス感染症対策として３月から全国で一斉臨時休校が行われた。また、感染拡大に伴い４月
以降も再び休校とされ、学校現場では学びの保障や心のケア、感染症対策など教職員が不断の努力を続けている。
　学校現場では、新学習指導要領への対応だけでなく、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積して
おり、子どもたちのゆたかな学びを実現するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な
状況となっている。ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配措置ではなく抜本的な定数改
善計画に基づく教職員定数改善が不可欠である。
　義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分
の１に引き下げられた。厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあるが、自治
体間の教育格差が生じることは大きな問題である。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもた
ちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請である。ゆたかな子どもの
学びを保障するための条件整備は不可欠である。
　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行
政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請する。

記
１.�少人数学級の実現など計画的な教職員定数改善を推進すること。
２.�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１に復元す
ること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和２年６月１６日　　　　　　　　　
� 　佐賀県上峰町議会

　大字江迎地区には大きな幹線水路があるが、近年、外来水草の繁茂やごみの投棄等に大変困っています。
　今後は豪雨災害の甚大化等も考えられることから、災害防止や環境保護の観点から幹線水路の維持管理をし
ていただくようお願いいたします。

請願者　代表　九丁分区長　髙島　義昭　／　江迎区長　中山　義行
江越区長　大石　正則　／　中村区長　吉原　邦弘
八枚区長　江頭　　誠　／　　碇区長　永島　芳範

国に対し 意見書を提出

請　願

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担
制度拡充に係る意見書

大字江迎地区幹線水路の維持管理について

全
員

賛
成

振 興 常 任 委 員 会 付 託

� 紹介議員　吉富　 　隆　
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議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０
鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

田
中
静
雄

原
田　

希

吉
富　

隆

大
川
隆
城

寺
﨑
太
彦

中
山
五
雄

第２回臨時会

22 専決処分の承認を求めることについて
（上峰町税条例等の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

23 専決処分の承認を求めることについて
（上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

24 専決処分の承認を求めることについて（上峰町放課後児童健全育成事業の
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

25 令和２年度上峰町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３回臨時会

26 専決処分の承認を求めることについて
（上峰町税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

27 専決処分の承認を求めることについて
（令和２年度上峰町一般会計補正予算（専決第１号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

28 上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

29 上峰町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

30 令和2年度上峰町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

31 令和2年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２回定例会

32 上峰町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

33 上峰町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

34 令和２年度上峰町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

35 上峰町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

36 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

37 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

38 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

39 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

40 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

41 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

― 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和２年 第２回臨時会・第３回臨時会・第２回定例会 議案賛否表　○は賛成　×は反対

納税証明書

全議員提出

　上峰町議会議員政治倫理条例第６条には「議員は、上峰町
から賦課されている税の滞納のない証明書を毎年５月３１日ま
でに議長に提出しなければならない。」と規定しています。
　この規定に基づき、全議員から税の滞納のない証明書が提
出されました。
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一
般
質
問

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

一般
質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

問
町
内
南
部
の
ク
リ
ー

ク
地
帯
の
外
来
生
物

の
繁
茂
状
況
の
わ
か
る
資

料
の
提
出
を
求
め
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
資
料
の
提

出
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
町
長　
現
存
す
る
保

有
文
書
で
公
文
書
と

し
て
管
理
し
て
い
る
中

の
資
料
で
あ
れ
ば
、提
出

す
る
が
、所
有
す
る
資
料

が
な
か
っ
た
。

問
資
料
提
出
が
で
き
な

か
っ
た
分
、
町
長
が

町
内
を
廻
っ
て
実
態
を
把

握
し
た
と
の
こ
と
だ
か
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
る

の
か
。

答
町
長　
地
域
に
よ
っ

て
差
が
あ
る
。前
牟

田
地
区
よ
り
江
迎
地
区

が
多
い
。地
元
農
家
と
協

議
を
踏
ま
え
、役
割
を
分

担
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
認
識
し
た
。

問
行
政
と
地
区
で
や
る

べ
き
と
こ
ろ
を
明
確

に
決
め
る
べ
き
だ
。
さ

も
な
い
と
、
町
道
の
法

面
、
水
路
の
法
面
も
管

理
者
は
町
長
で
あ
る
。

公
有
水
面
も
知
事
か
ら

の
委
託
で
町
長
の
責
任

な
ら
、
町
道
の
法
面
、

水
路
の
法
面
も
行
政
の

方
で
管
理
し
て
欲
し
い

旨
の
要
望
が
出
た
ら
、

行
政
は
対
応
で
き
な
い
。

昭
和
40
年
代
ま
で
町
南

部
の
ク
リ
ー
ク
地
帯
で

は
、
秋
に
は
五
穀
豊
穣

に
感
謝
し
て
、
秋
祭
り

が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

際
ク
リ
ー
ク
の
水
を
汲

み
出
し
、
鮒
や
鯉
を
つ

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

「
外
来
水
生
物
」
の
駆
除
対
策
は

地
区
と
行
政
の
役
割
を
協
議
し
実
施

問
み
や
き
町
が
現
在
進

め
て
い
る
ジ
ム
の
補

助
は
1
，5
0
0
円
と
聞

い
て
い
る
が
課
長
は
把

握
し
て
い
る
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
把

握
し
て
い
る
。

問
な
ら
ば
私
が
い
つ
も

言
っ
て
る
、
他
の
市

町
よ
り
も
一
歩
前
に
出

た
行
政
施
策
を
考
え
る

な
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

み
や
き
町
が
1
，5
0
0
円

な
ら
上
峰
は
2
，0
0
0

円
に
し
な
さ
い
。
新
た

な
予
算
要
求
は
し
な
く

て
も
、
現
年
予
算
の
範

囲
内
で
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
健

康
づ
く
り
事
業
の
ジ

ム
と
の
連
携
に
つ
い
て

か
み
取
り
、
刺
身
や
昆

布
巻
に
し
て
秋
祭
り
で

氏
神
様
に
奉
納
し
た
り

親
族
一
同
を
呼
び
お
接

待
を
し
て
い
た
。
そ
し

て
水
の
無
い
ク
リ
ー
ク

に
入
り
汚
で
い
を
汲
み

上
げ
、
乾
燥
さ
せ
た
汚

で
い
は
、
大
変
肥
沃
な

泥
だ
か
ら
水
田
に
散
布

し
て
肥
料
に
し
て
い
た

歴
史
が
あ
る
。
こ
う
い

う
上
峰
町
の
産
業
の
歴

史
を
復
活
さ
せ
る
た
め

に
、
国
庫
補
助
金
の
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金

を
使
え
な
い
の
か
。
最

初
の
年
度
は
、
処
分
量

も
多
く
、
重
機
を
使
う
。

こ
の
支
払
い
に
国
庫
金

は
使
え
な
い
の
か
。

答
産
業
課
長　
補
助
対

象
事
業
と
し
て
成
立

す
る
。

要望
翌
年
度
か
ら
は
、
春

先
の
ま
だ
繁
茂
が
少

な
い
時
で
あ
れ
ば
、
町

内
の
環
境
美
化
活
動
と

併
せ
て
、
区
役
等
し
て

も
ら
え
ば
、
上
峰
の
ク

リ
ー
ク
地
帯
の
環
境
維

持
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
産
業
課
長
、
あ

な
た
の
出
番
だ
。頑
張
れ
。

は
、国
保
の
医
療
費
が
減

少
に
転
じ
て
い
る
。7
月

を
め
ど
に
、事
業
開
始
か

ら
1
年
経
つ
の
で
、そ
こ

に
つ
い
て
見
直
し
を
行

な
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答
町
長　
個
人
で
の
運

動
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、町
内
ジ
ム
と
の

連
携
で
か
な
り
の
効
果

が
出
て
い
る
。年
金
受
給

者
の
皆
様
方
の
健
康
維

持
に
多
額
の
支
出
は
求

め
ら
れ
な
い
。そ
う
い
う

観
点
か
ら
も
、私
自
身
は

効
果
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

健
康
な
老
人
づ
く
り
は

事
業
の
拡
大
で

外来生物（ブラジルチドメグサ）繁茂状況（碇地区）吉田　豊 議員

ほ
か
に

○�

農
畜
産
業
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
対
策
を

○�

防
災
対
策
と
し
て
、
町
道
が
冠
水
し
避
難
所
へ
行

け
な
い
。
具
体
的
年
次
計
画
書
を
示
す
べ
き
だ

7
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ほ
か
に

○�

フ
ォ
ア
ス
の
活
用
を

ど
う
考
え
て
い
る
か

習
の
遅
れ
の
回
復
は
、

生
徒
の
過
重
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
り
組
ん
で
い
く
。コ

ロ
ナ
第
２
波
が
来
な
い

時
、
体
育
大
会
、
文
化

祭
は
実
施
予
定
し
て
い

る
。問

コ
ロ
ナ
に
よ
る
長
期

休
校
が
き
っ
か
け
で

９
月
入
学
が
言
わ
れ
て

い
る
が
そ
う
な
る
と
長

期
留
学
が
で
き
、
世
界

に
羽
ば
た
く
人
材
育
成

で
落
札
。
落
札
者
は
日

立
造
船
グ
ル
ー
プ
。
内

訳
は
建
設
費
１４１
億
９
，２

００

万
円
、
管
理
運
営

費
３０
年
間
で
１８２
億
８
０

０
万
円
（
両
方
税
抜
き
）

２
市
３
町
合
意
の
上
で

決
定
さ
れ
た
。
処
理
方

式
は
ス
ト
ー
カ
炉
方
式

で
一
日
１７２
ト
ン
の
処
理

が
可
能
。

に
繋
が
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

答
教
育
長　
議
員
が
世

界
青
年
の
船
乗
船
経

験
上
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

問
題
意
識
で
と
思
う
が

国
際
社
会
の
中
で
は
秋

入
学
が
一
般
的
。
上
峰

町
は
英
語
教
育
や
国
際

交
流
も
義
務
教
育
の
中

で
は
率
先
し
て
い
る
自

負
も
あ
り
検
討
は
し
て

い
き
た
い
。
国
の
教
育

シ
ス
テ
ム
の
根
幹
を
成

す
も
の
で
十
分
な
期
間

を
持
ち
全
国
民
的
議
論

を
巻
き
起
こ
し
積
み
上

げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

問
や
っ
と
小
・
中
開
校

さ
れ
学
業
の
遅
れ
回

復
に
夏
休
み
の
短
縮
等

実
施
さ
れ
る
が
、理
解
の

遅
い
生
徒
を
そ
の
ま
ま

に
先
を
急
ぐ
こ
と
が
な

い
よ
う
に
。ま
た
、せ
め

て
体
育
大
会
や
文
化
祭

は
開
催
し
て
ほ
し
い
が
。

答
教
委
事
務
局
長　
文

科
省
の
学
び
の
保
障

の
方
向
性
は
、
欠
課
時

数
よ
り
学
習
内
容
を
充

実
す
る
こ
と
と
あ
り
学

問
新
ゴ
ミ
処
理
場
建
設

の
進
捗
は
。

答
住
民
課
長　
総
合
評

価
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
３２４
億
円
（
税
抜
き
）

問
水
害
対
策
は
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
る
か
。

答
建
設
課
長　
道
路
冠

水
対
策
と
し
て
碇
地

区
南
部
の
江
越
碇
線
、

前
牟
田
地
区
の
老
松
米

多
線
工
事
実
施
、
野
間

口
地
区
道
路
延
長
部
を

実
施
予
定
。
状
況
を
見

な
が
ら
対
策
を
講
じ
る
。

県
東
部
土
木
事
務
所
は

切
通
川
の
災
害
復
旧
、

河
道
の
掘
削
、
竹
木
伐

採
、
堤
防
補
強
、
井
柳

川
の
災
害
復
旧
、
河
道

の
掘
削
等
実
施
。

答
副
町
長　
改
修
の
必

要
箇
所
を
つ
ぶ
さ
に

把
握
し
、
国
の
動
向
も

含
め
抜
本
的
な
改
修
の

方
向
性
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

問
外
記
た
め
池
の
調

査
、
大
雨
時
に
水
位

を
下
げ
る
了
解
を
得
た

と
聞
い
た
が
、
協
議
の

進
捗
は
ど
う
か
。

答
建
設
課
長　
今
後
も

関
係
者
に
具
体
的
な

提
案
も
行
い
慎
重
、
丁

寧
に
協
議
を
進
め
る
。

国
で
も
防
災
重
点
農
業

用
た
め
池
に
係
る
防
災

工
事
の
集
中
的
、
計
画

的
推
進
を
図
る
目
的
の

特
別
措
置
法
案
の
準
備

が
さ
れ
て
い
て
今
年
６

月
５
日
に
農
水
省
、
九

州
農
政
局
農
村
振
興
部

長
等
３
名
が
来
町
さ
れ

事
業
説
明
を
受
け
た
。

新
法
を
活
用
し
、
事
業

を
進
め
ら
れ
た
ら
と
、

考
え
て
い
る
。

問
今
回
か
ら
危
機
管
理

対
策
監
が
出
席
さ
れ

て
い
る
。
意
気
込
み
を
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

災
害
対
策
の
ハ
ー
ド

面
も
重
要
、
避
難
所
の

運
営
、
避
難
行
動
等
ソ

フ
ト
面
も
重
要
で
あ
り

ソ
フ
ト
面
対
策
の
充
実

等
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

前牟田地区の冠水状況（昨年）

水
害
対
策
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

調
査
を
基
に
対
応
す
る

大川　隆城 議員

学
業
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
対

策
はバ

ラ
ン
ス
よ
く
取
り
組
む

新
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
の
進
捗
は

３２４
億
円
、
日
立
造
船
グ
ル
ー
プ

に
決
定
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も
い
ち
早
く
す
べ
き
工

事
を
ど
う
し
て
今
ま
で

し
な
か
っ
た
の
か
。

答
建
設
課
長　
人
災
の

恐
れ
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
や
っ
て
い

き
た
い
。

答
町
長　
早
急
な
対
応

が
で
き
ず
に
い
た
の

は
民
地
で
あ
る
た
め
で
あ

り
、
町
で
対
応
で
き
る
こ

と
は
限
定
さ
れ
る
。
地
権

者
と
の
話
し
合
い
を
終
え

た
後
に
対
処
し
て
い
く
。

問
平
成
３０
年
７
月
の
西

日
本
豪
雨
に
よ
り
土

砂
崩
れ
が
起
き
た
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
北
部
の
崩
壊

箇
所
は
応
急
的
な
復
旧

で
あ
り
、再
び
大
き
く
崩

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
本

格
的
な
工
事
の
着
工
は
。

答
建
設
課
長　
現
在
、

交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
の
要
望
を
行
な
っ

て
お
り
、
来
年
度
の
実

施
を
考
え
て
い
る
。

問
人
災
の
恐
れ
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

道
路
な
ど
の
工
事
よ
り

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

本格的な復旧が待たれる土砂崩れ箇所

答
建
設
課
長　
県
に
対

し
、
河
川
浚
渫
の
要

望
活
動
を
し
て
い
く
。

答
産
業
課
長　
県
土
地

改
良
区
と
協
議
し
、

対
策
を
検
討
し
た
い
。

要望
県
に
対
し
て
強
く
要

望
す
る
よ
う
お
願
い

す
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
ル
ー
ル
を

見
直
す
べ
き
か
悩
ん
で

い
る
。

答
町
長　
議
員
が
言
わ

れ
る
保
護
者
目
線
で

不
平
等
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ

を
尊
重
し
た
上
で
考
え

て
い
く
。

　

最
終
的
な
決
定
は
、

対
象
の
保
護
者
の
意
見

を
聞
い
た
上
で
考
え
る
。

を
繰
り
返
す
こ
と
で
経

営
が
悪
化
し
、
肥
育
農

家
が
減
少
す
る
状
況
に

も
な
り
か
ね
な
い
。

　

よ
っ
て
、
肥
育
農
家

に
対
し
て
は
国
、
県
と

同
様
な
補
助
、
た
ま
ね

ぎ
農
家
へ
は
種
子
の
補

助
な
ど
継
続
し
た
農
業

を
支
援
す
る
よ
う
な
施

策
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
産
業
課
長　
国
、
県

の
施
策
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
施
策
も
絡
め
実
施

を
検
討
し
た
い
。

問
河
川
や
用
排
水
路
に

堆
積
し
た
泥
土
が
排

水
機
能
の
低
下
を
招
き
、

内
水
氾
濫
や
浸
水
被
害

の
一
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
を
軽
減
す
る
た

め
の
対
策
の
考
え
は
。

問
上
峰
中
学
校
以
外
に

就
学
す
る
生
徒
が
こ

の
事
業
の
対
象
者
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
対
象
者
の
拡
充
に

つ
い
て
議
会
で
幾
度
と

な
く
尋
ね
て
き
た
。
保

護
者
の
方
か
ら
も
要
望

書
が
出
さ
れ
て
お
り
、

本
年
度
の
予
算
執
行
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
要

望
書
を
も
っ
て
行
政

問
現
在
、
町
独
自
の
支

援
策
を
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
支

援
策
拡
充
の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
感
染
症

に
よ
る
影
響
が
出
て

い
る
部
分
で
町
が
ど
こ

に
支
援
が
で
き
る
の
か

を
考
え
、
施
策
に
つ
な

げ
る
。

問
国
、
県
は
肥
育
農
家

に
対
し
、
出
荷
頭
数

に
応
じ
一
頭
当
た
り
２

万
円
の
交
付
を
行
な
う

こ
と
と
し
た
。

　

枝
肉
価
格
は
下
が
っ

て
お
り
、
赤
字
の
出
荷

河
川
や
用
排
水
路
の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ
は

要
望
活
動
を
す
る

原　直弘 議員

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
北
部
の
災
害

復
旧
は

地
権
者
と
の
協
議
後
に
対
処
す
る

ス
タ
デ
ィ
ー
ク
ー
ポ
ン
事
業

の
対
象
者
拡
充
は

保
護
者
の
意
見
を
聞
く

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
支
援

策
の
拡
充
は

実
施
を
検
討
す
る
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問
道
路
冠
水
及
び
河
川

の
状
況
を
瞬
時
に
把

握
で
き
る
よ
う
に
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

答
建
設
課
長　
３
月
議

会
で
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
防
犯
、
監
視
カ

メ
ラ
と
併
用
す
る
よ
う

な
方
法
が
と
れ
な
い
か

担
当
部
署
と
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、

水
位
観
測
計
が
切
通
川

と
井
柳
川
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
ほ
ぼ
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
確
認
可
能
で
、

校
給
食
で
の
上
峰
産
た

ま
ね
ぎ
の
使
用
に
よ
り

支
援
し
て
い
る
。
今
後

と
も
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

支
援
策
が
実
施
で
き
る

の
か
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

答
町
長　
今
後
と
も
、

要
請
、
要
望
を
受
け

て
、
そ
の
実
態
を
し
っ

か
り
把
握
し
な
が
ら
対

象
に
加
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

こ
の
情
報
と
目
視
の
確

認
と
併
せ
て
現
状
把
握

に
努
め
て
い
く
。

要望
あ
る
自
治
体
で
数
箇

所
に
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
素
早
く
通
行

止
め
な
ど
の
安
全
対
策

を
講
じ
重
大
災
害
の
防

止
に
努
め
て
い
る
よ
う

だ
。
上
峰
町
も
是
非
、

設
置
に
向
け
て
の
検
討

を
望
む
。

問
昨
年
は
、
豪
雨
に
よ

り
、
町
内
で
も
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
。

豪
雨
時
の
道
路
冠
水
及

び
河
川
氾
濫
に
い
た
る

ま
で
の
状
況
把
握
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

答
建
設
課
長　
前
年
ま

で
の
情
報
や
実
績
を

参
考
に
し
な
が
ら
職
員

が
町
内
を
巡
回
し
カ
メ

ラ
等
に
よ
り
記
録
し
集

約
し
て
い
る
。
ま
た
河

川
事
務
所
の
関
係
機
関

か
ら
の
情
報
も
総
務
課

と
共
有
し
状
況
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
る
。

問
町
独
自
の
支
援
策

は
、
他
自
治
体
と
比

較
し
て
も
立
派
な
支
援

の
内
容
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
第
２
弾
、
第
３

弾
の
追
加
支
援
策
の
考

え
は
ど
う
か
。

答
町
長　
他
自
治
体
の

取
り
組
み
を
見
た
上

で
一
番
効
果
的
な
も
の

を
考
え
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
、
落
ち
着
い
た

議
論
を
、
協
議
し
て
い

き
た
い
。

問
県
内
の
自
治
体
で

は
、
た
ま
ね
ぎ
農
家

へ
の
支
援
を
聞
く
が
町

内
の
園
芸
作
物
の
価
格

下
落
で
お
困
り
の
人
に

対
し
て
の
支
援
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
た
ま
ね

ぎ
部
会
か
ら
も
要
請

書
を
提
出
さ
れ
て
お
り
、

町
と
し
て
も
ハ
コ
ミ
ネ

町
民
市
で
の
販
売
や
学

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
支
援
策
は

今
後
も
検
討
す
る

を
進
め
て
い
る
。

問
交
差
点
自
体
を
大
々

的
に
変
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
考
え
を
も
っ
て

い
る
の
か
。

答
建
設
課
長　
補
助
事

業
の
採
択
を
受
け
て

事
業
展
開
に
な
る
の
で
、

そ
の
中
に
お
い
て
詳
細

設
計
と
い
う
流
れ
に

な
っ
て
い
く
。
で
き
る

限
り
の
安
全
対
策
は

図
っ
て
い
く
。

問
町
道
下
津
毛
三
田
川

線
の
変
則
五
差
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

請
願
書
が
議
会
で
可
決

し
て
か
ら
相
当
な
年
月

が
過
ぎ
て
い
る
が
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
建
設
課
長　
現
在
、

防
衛
省
の
補
助
事
業

で
あ
る
防
衛
施
設
周
辺

対
策
事
業
の
新
規
事
業

と
し
て
、
令
和
３
年
度

の
採
択
に
向
け
て
準
備

変
則
五
差
路
の
安
全
対
策
は

防
衛
省
の
補
助
事
業
で
検
討
中

田中　静雄 議員

豪
雨
時
対
策
用
カ
メ
ラ
設
置
は

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
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問

る
の
は
想
定
に
す
ぎ
な

い
。

能
と
な
り
、
防
火
防
災

に
対
し
て
の
知
識
や
技

術
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
火
災
が
増
え
て
い

て
、
災
害
時
、
消
防

団
と
の
連
携
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

答
総
務
課
長　
火
災
発

生
時
は
、消
防
団
長
、

副
団
長
、
消
防
団
部
長
、

副
部
長
、
総
務
課
へ
消

防
本
部
か
ら
メ
ー
ル
に

よ
り
連
絡
が
あ
る
。
火

災
現
場
で
は
、
消
防
本

部
の
指
示
を
受
け
消
防

団
長
の
指
令
に
基
づ
き

消
火
活
動
を
行
な
う
。

　

水
災
で
は
、
気
象
庁

の
警
報
な
ど
で
対
策
本

部
を
設
置
し
、
消
防
団

長
を
通
じ
、
消
防
団
員

の
出
動
要
請
を
行
な
い

水
防
活
動
を
行
な
う
。

問
一
般
建
物
火
災
で

は
、
団
員
は
、
役
場

の
サ
イ
レ
ン
の
吹す
い
鳴め
い
が
聞

こ
え
な
い
場
所
が
あ
り
、

防
災
行
政
無
線
を
使
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答
総
務
課
長
　
役
場
の

サ
イ
レ
ン
の
吹す
い

鳴め
い

は
、
消
防
事
務
組
合
か

ら
の
電
話
回
線
に
よ
り

連
携
し
て
い
る
が
、
そ

の
回
線
を
防
災
行
政
無

線
に
結
ぶ
の
が
基
本
的

に
は
で
き
な
い
。

問
町
内
の
一
般
建
物
火

災
時
、
地
元
の
消
防

団
が
情
報
を
も
ら
え
な
い

の
で
到
着
が
遅
く
な
る
た

め
も
う
少
し
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
団
員
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

す
れ
ば
、
連
絡
が
で
き
る

と
思
う
が
。

答
総
務
課
長
　
一
斉

メ
ー
ル
の
導
入
は
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
一
般
建
物
火
災
時
、

役
場
の
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
す
基
準
が
あ
る
の
か
。

答
総
務
課
長
　
役
場
サ

イ
レ
ン
の
吹す
い
鳴め
い
は
、

消
防
事
務
組
合
に
よ
る

リ
モ
ー
ト
操
作
に
よ
り

行
な
い
、
建
物
火
災
で

も
鎮
火
状
況
な
ど
現
場

状
況
に
よ
り
サ
イ
レ
ン

吹す
い

鳴め
い

し
な
い
こ
と
も
あ

る
。

問
上
峰
町
で
初
め
て
の

公
民
連
携
事
業
で
あ

る
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
進
捗
は
。

答
創
生
室
長　
令
和
２

年
４
月
１
日
に
実
施

方
針
を
、
６
月
１０
日
に

は
募
集
要
項
を
公
表
し

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に

進
捗
し
て
い
る
。

問
令
和
３
年
夏
に
開
業

で
は
な
か
っ
た
か
。

答
創
生
室
長　
共
同
事

業
体
が
、
実
行
段
階

に
移
っ
て
か
ら
協
議
を

し
な
が
ら
絵
を
描
い
て

い
く
ス
キ
ー
ム
。
現
段

階
で
町
が
提
示
し
て
い

問
鳥
栖
・
三
養
基
地
区

消
防
事
務
組
合
か
ら

派
遣
職
員
を
迎
え
、
新

た
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答
総
務
課
長　
新
た
な

取
り
組
み
は
考
え
て

い
な
い
。
現
体
制
の
中

で
改
善
、
強
化
す
る
箇

所
が
な
い
か
、
し
っ
か

り
検
討
す
る
こ
と
か
ら

始
め
る
。
ま
た
、
消
防

団
員
等
の
訓
練
サ
ポ
ー

ト
な
ど
専
門
的
な
立
場

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
可

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

強
化
改
善
を
検
討

災
害
対
策
の
新
た
な
取
り
組

み
は

中
心
市
街
地
活
性
化
の
進
捗
は

順
調
に
進
捗
し
て
い
る

消
防
団
と
の
連
携
は

災
害
の
種
類
に
よ
り
変
化

ほ
か
に

○�

小
・
中
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
は

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
学
習
の
遅
れ
の
対

応
や
今
後
の
学
校
行
事
へ
の
影
響
は

寺﨑　太彦 議員
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般
質
問

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

者
を
含
め
保
護
者
な
ど

幅
広
く
意
見
を
聞
く
機

会
を
設
け
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
今
の
段
階
で
は
、
決

定
し
て
な
い
よ
う
だ

が
、
３
学
年
同
時
で
開

催
す
る
場
合
の
対
象
と

な
る
保
護
者
の
方
々
か

ら
、
上
峰
町
だ
け
が
３

学
年
同
時
開
催
な
の
は
、

な
ぜ
か
？
と
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

早
急
に
態
度
を
決
定
し

て
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
教
育
長　
町
教
育
委

員
会
と
し
て
、
決
定

で
、
そ
う
い
っ
た
方
々

が
参
加
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
ま
さ
に
町
づ
く

り
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業

に
な
る
と
思
う
の
で
、

地
元
事
業
者
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
折
に
触
れ
て

説
明
の
機
会
を
持
た

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

枠
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ
方
式
で
決

定
し
た
理
由
は
。

答
町
長　
我
々
と
し
て

は
、
現
物
出
資
を
担

保
に
民
間
金
融
機
関
が

融
資
し
や
す
い
だ
と
か
、

不
動
産
の
有
効
活
用
が

可
能
に
な
る
と
い
う
と

こ
ろ
が
行
政
側
か
ら
の

視
点
で
非
常
に
違
う
の

で
は
と
考
え
て
い
る
。

問
公
民
連
携
で
企
業
と

し
て
も
社
会
貢
献
で

き
る
と
い
う
話
だ
っ
た

が
、そ
う
い
う
趣
旨
で
い

く
と
、特
に
町
内
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
手

を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
、
地
元
事

業
者
勉
強
会
の
実
績
は
。

答
創
生
室
長　
実
施
方

針
公
表
後
に
３
回
実

問
２
０
２
２
年
か
ら
１８

歳
へ
と
成
人
年
齢
が

引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
伴
う
町
成
人
式

の
対
応
は
。

答
生
涯
学
習
課
長　

２
０
２
２
年
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
る
民
法

改
正
に
伴
い
成
人
年
齢

が
１８
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
が
、
２
０
２
３
年

１
月
の
成
人
式
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
２０
歳
に
達
す
る
人
の

み
を
対
象
と
す
る
の
か
、

１８
歳
か
ら
２０
歳
ま
で
の

３
学
年
同
時
開
催
に
す

る
の
か
、
今
後
、
当
事

も
し
て
い
な
い
し
、
公

式
に
発
表
し
た
経
緯
も

な
い
。

　

来
年
の
夏
ご
ろ
ま
で

に
は
態
度
を
決
定
し

て
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

施
。
参
加
事
業
者
は
２７

事
業
者
で
、
公
民
連
携

思
想
の
理
解
が
町
内
事

業
者
の
中
に
も
、
あ
る

程
度
深
ま
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。

　

今
後
も
、
勉
強
会
の

機
会
は
設
け
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
る
。
一
定

の
意
欲
を
見
せ
ら
れ
る

事
業
者
も
お
ら
れ
た
の

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
現
在
の
進
捗

は
。答

創
生
室
長　
実
施
方

針
公
表
後
、
国
内
初

の
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ
ス
キ
ー
ム

を
揚
げ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
や
意

欲
あ
る
企
業
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
あ
り
、
反

響
も
大
き
い
。
全
国
的

に
注
目
さ
れ
て
い
る
事

業
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
現
在
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
ど
お
り
進
捗
が
な
さ

れ
て
い
る
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

と
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ
方
式
の
両

に
ら
み
で
検
討
さ
れ
て

き
た
が
、
最
終
的
に
大

来
年
夏
頃
ま
で
に
決
定
し
た
い

１８
歳
成
人
に
伴
う
成
人
式
の

対
応
は

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進
捗

中
心
市
街
地
の
進
捗
は

原田　希 議員

【“日本版”LABV事業の仕組み（スキーム図）】

融資 融資 融資

施設整備　管理運営

現物出資
（不動産）

資本金

融資 融資

プロジェクト
１

プロジェクト
２

プロジェクト
３

プロジェクト
４

プロジェクト
５

金融機関

地方公共団体 民間事業者LABV
（事業体）

ほ
か
に

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
と
し
て

臨
時
休
業
措
置
が
取
ら
れ
た
が
、
こ
の
た
め
の
学

習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
の
内
容
は

○�

小
・
中
学
校
で
の
感
染
防
止
対
策
は
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吉富　隆 議員

に
お
い
て
、
で
き
る
だ

け
、
施
設
の
長
寿
命
化
・

延
命
化
を
図
る
こ
と
と

指
導
が
あ
っ
た
。

問
ご
み
処
理
建
設
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
。答

住
民
課
長　
令
和
２

年
６
月
に
基
本
協
定

締
結
。
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
立
ち

上
げ
、
そ
の
後
、
令
和

３
年
夏
か
ら
令
和
６
年

３
月
建
設
工
事
。
令
和

６
年
４
月
か
ら
の
供
用

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

問
建
設
工
事
及
び
運
営

３０
年
間
の
落
札
金
額

は
。答

住
民
課
長　
税
込
み

で
工
事
費
に
つ
い
て

は
、
約
１56
億
円
。
管
理

費
に
つ
い
て
は
約
200
億

円
、
合
計
約
３56
億
円
と

な
る
。

日
で
も
早
く
首
長
会
議

で
決
定
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
住
民
課
長　
ご
み
搬

入
路
に
つ
い
て
は
、

現
在
協
議
中
で
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
。

要望
令
和
６
年
４
月
に
供

用
開
始
が
で
き
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

問
鳥
栖
・
三
養
基
西
部

環
境
施
設
組
合
の
上

峰
町
の
負
担
金
に
つ
い

て
。答

住
民
課
長　
組
合
合

計
で
１１
億
９
，５
４

０
万
６
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
町
の
負
担
金
額

は
、
１
億
２
，９
８
５
万

８
，７
３
２
円
。

問
１
億
２
，９
８
５
万

８
，７
３
２
円
の
内
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

負
担
金
は
、
い
く
ら
に

な
る
か
。

答
住
民
課
長　
こ
ち
ら

の
ほ
う
で
は
、
お
示

し
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

問
落
札
業
者
に
つ
い
て
。

答
住
民
課
長　
代
表
企

業
は
、
日
立
造
船
株

式
会
社
九
州
支
社
で
あ

る
。
そ
の
他
、
構
成
員

協
力
企
業
１２
社
を
加
え

て
、
構
成
さ
れ
て
い
る
。

処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

全
連
続
燃
焼
式
焼
却
炉

ス
ト
ー
カ
炉
式
。
施
設

能
力
は
、
一
日
当
た
り

１７２
ト
ン
が
処
理
可
能
。

施
設
建
設
及
び
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
Ｓ※

Ｐ

Ｃ
の
立
ち
上
げ
後
、
契

約
を
行
な
い
、
３０
年
間

を
通
し
て
管
理
運
営
を

行
な
う
こ
と
に
な
る
。

問
運
営
管
理
３０
年
間
と

な
っ
た
根
拠
は
。

答
住
民
課
長　
平
成
２８

年
８
月
に
協
議
が
な

さ
れ
決
定
し
、
環
境
省

問
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

建
設
に
つ
い
て
。

答
住
民
課
長　
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
施
設
に

つ
い
て
は
、ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
。
首
長
会
議

で
決
定
さ
れ
る
と
思
う
。

問
今
後
、
負
担
金
の
問

題
が
出
て
く
る
の
で

は
、
と
思
う
の
で
、
一

鳥
栖
・
三
養
基
西
部
環
境
施
設

の
負
担
金
は

約
１
億
３
，０００


万
円

東
部
環
境
組
合
ご
み
処
理
施

設
に
つ
い
て

施
設
建
設
運
営
は
首
長
会
で
決
定

令和６年３月で閉ざされるみやき西部ゴミ処理場

※
S
P
C
と
は

S
p
e
c
i
a
l 

P
u
r
p
o
s
e 

C
o
m
p
a
n
y

の
略
。
あ
る
特
別
の
事
業
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
た
事

業
会
社
の
事
。
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一
般
質
問

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

防
止
処
置
を
契
機
に
取

り
組
ま
れ
た
か
と
思
う

が
、
一
時
的
に
実
施
す

る
も
の
な
の
か
、
そ
れ

と
も
継
続
し
て
や
っ
て

い
く
こ
と
な
の
か
。

答
創
生
室
長　
確
か
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
が
契
機
に

な
っ
た
側
面
は
あ
る
が
、

か
ね
て
よ
り
遠
隔
地
か

ら
の
メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー

ア
ク
セ
ス
や
、こ
う
い
っ

た
も
の
に
関
し
て
は
協

議
を
重
ね
て
き
た
経
緯

は
あ
る
。
今
回
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
契
機
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
今
回
実
行
に

を
洗
い
出
し
の
中
で
、

明
確
化
し
て
い
く
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

要望
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

記
事
を
参
照
す
る

と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実

際
に
開
始
し
て
い
る
自

治
体
は
、
全
体
の
３
％ 

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、

災
害
時
や
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
時
の
業
務
の
継
続
や
、

職
員
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
、

ス
キ
ル
あ
る
主
婦
や
福

祉
の
雇
用
等
、
メ
リ
ッ

ト
が
多
い
と
感
じ
た
の

で
、是
非
と
も
、
各
課
で

ア
イ
デ
ア
を
出
さ
れ
て

積
極
的
に
実
施
し
て
い

け
る
よ
う
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

問
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に

向
け
現
状
の
取
り
組

み
は
。

答
創
生
室
長　
現
在
、

各
課
に
遠
隔
可
能
な

業
務
の
洗
い
出
し
を
行

な
っ
て
い
る
。
集
約
し

た
結
果
に
よ
り
業
務
累

計
を
分
析
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
取
り
急
ぎ
、

遠
隔
地
か
ら
庁
舎
の

メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
へ
ア

ク
セ
ス
等
、
汎
用
性
の

高
い
業
務
に
つ
い
て
は
、

洗
い
出
し
作
業
と
は
別

に
早
期
に
取
り
組
め
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

問
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

移
し
て
い
る
。

問
テ
レ
ワ
ー
ク
の
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

オ
フ
ィ
ス
コ
ス
ト
の
削

減
、
災
害
時
や
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
時
、
迅
速
に
業

務
を
継
続
で
き
る
、
雇

用
の
創
出
、
ワ
ー
ク
バ

ラ
ン
ス
の
向
上
等
、
上

峰
が
抱
え
る
課
題
を
い

く
つ
も
解
決
が
で
き
、

積
極
的
に
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
理
解
で
き

た
が
、
懸
念
点
と
し
て
、

個
人
情
報
保
護
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
ど
う
い
う
対
応
を

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

答
創
生
室
長　
く
み
し

や
す
い
も
の
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
、
実
効

性
の
高
い
も
の
か
ら
着

手
す
る
。
そ
こ
で
、
効

果
を
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
現
段

階
で
は
、
与
条
件
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
り
、

伴
っ
て
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
が
出
て
く
る

か
と
思
う
の
で
、
そ
こ

問
総
合
計
画
及
び
総
合

戦
略
見
直
し
の
進
捗

に
つ
い
て
は
。

答
創
生
室
長　

昨
年

度
、
住
民
向
け
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
概

ね
の
分
析
結
果
が
す
で

に
出
て
お
り
、
今
後
、

団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
、
各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ

等
を
行
な
い
素
案
を
形

問
現
在
の
進
捗
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
創
生
室
長　
今
年
４

月
１
日
に
実
施
方
針

を
公
表
し
て
お
り
、
６

月
１0
日
に
募
集
要
項
を

公
表
し
た
。
実
施
方
針

公
開
後
、
国
内
初
の
Ｌ

Ａ
Ｂ
Ｖ
ス
キ
ー
ム
を
掲

げ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

成
し
て
い
き
た
い
。

要望
３
月
の
施
政
方
針
の

中
で
、
Ｓ※

Ｄ
Ｇ
ｓ
を

盛
り
込
む
旨
の
記
載
が

あ
っ
た
が
、
実
際
に
現

場
で
実
施
さ
れ
て
い
く

職
員
の
理
解
が
必
須
と

考
え
る
た
め
、
勉
強
会

や
情
報
共
有
を
積
極
的

に
実
施
い
た
だ
き
た
い
。

マ
ス
コ
ミ
や
意
欲
あ
る

企
業
か
ら
の
問
合
せ
が

あ
り
、
反
響
も
大
き
く
、

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て

い
る
事
業
と
感
じ
て
い

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

実
施
方
針
に
示
し
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進

捗
し
て
い
る
と
こ
ろ
と

な
る
。

ほ
か
に　
○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
農
家
の
支
援
に
つ
い
て

鈴木　千春 議員

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
取
り
組
み
は

現
在
は
可
能
な
業
務
の
洗
い
出
し

総
合
計
画
、
総
合
戦
略
見
直
し
の
進
捗
は

ア
ン
ケ
ー
ト
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
は

実
施
方
針
と
募
集
要
項
を
公
表

※�

S
D
G
s
と
は
　
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際

目
標
。
１７
の
ゴ
ー
ル
・
169


の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
。
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一
般
質
問

ほ
か
に

○�

ブ
ラ
ジ
ル
チ
ド
メ
グ
サ
等
外
来
水
生
植
物
の
生
態

系
被
害
防
止
の
計
画
は

豪
雨
を
踏
ま
え
た
水
害
対
策
は

順
次
対
策
を
す
る

今
年
の
進
路
相
談
の
工
夫
は

丁
寧
な
情
報
提
供
を
し
て
い
く

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

問
活
用
計
画
の
内
容
は
。

答
創
生
室
長　
学
校
臨

時
休
業
対
策
事
業
や

公
立
学
校
の
情
報
機
器

整
備
、
テ
ー
ク
ア
ウ
ト

事
業
等
。

問
新
し
い
支
援
施
策
の

追
加
は
可
能
か
。

答
創
生
室
長　
国
会
の

２
次
補
正
で
自
治
体

へ
の
助
成
額
の
増
額
を

聞
き
及
ん
で
い
る
。
そ

の
時
点
で
検
討
す
る
。

問
受
理
、
不
受
理
の
報

告
は
い
つ
す
る
の

か
。
２
年
半
何
も
報
告

が
な
い
。
係
争
の
費
用

も
弁
護
士
費
用
も
町
の

公
費
。
町
の
人
は
皆
知

る
権
利
が
あ
る
。

問
今
年
も
予
想
さ
れ
る

豪
雨
へ
の
対
策
は
。

答
副
町
長　
今
回
は
３

箇
所
の
冠
水
か
さ
上

げ
工
事
を
行
な
っ
た
。

問
そ
の
都
度
的
な
も
の

で
は
な
く
、
町
全
体

と
し
て
計
画
し
て
行

問
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相

談
窓
口
や
解
決
に
向

け
た
ス
キ
ー
ム
は
。

答
総
務
課
長　
総
務
課

で
受
け
る
が
、
処
理

に
つ
い
て
は
確
立
さ
れ

た
も
の
は
な
い
。
国
か

問
今
年
は
県
立
高
校
の

体
験
入
学
が
な
い
。

進
路
相
談
に
工
夫
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
。

答
教
育
長　
高
校
の
情

報
を
映
像
や
音
声
で

生
徒
に
視
聴
さ
せ
る
。

問
バ
ス
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
等
密
集
を
避
け

る
た
め
の
増
便
や
増
車
、

ま
た
仕
事
を
休
ま
な
い

と
い
け
な
い
親
等
の
ス

ト
レ
ス
軽
減
の
た
め
に

子
ど
も
の
居
場
所
つ
く

り
、
飲
食
店
や
理
美
容

店
、
医
療
・
福
祉
施
設

等
の
衛
生
水
準
の
強
化

等
に
対
す
る
支
援
等
な

ど
は
ど
う
か
。

答
創
生
室
長　
状
況
を

検
討
し
た
上
で
優
先

順
位
を
つ
け
る
。

答
産
業
課
長　
係
争
案

件
の
た
め
、
一
切
答

弁
で
き
な
い
。

答
町
長　
課
長
が
答
弁

し
た
と
お
り
。

な
っ
て
い
く
つ
も
り
は

あ
る
か
。

答
副
町
長　
現
段
階
で

は
し
て
い
な
い
が
、

水
路
や
道
路
等
、
国
の

指
針
や
補
助
事
業
等
を

見
極
め
、行
な
っ
て
い
く
。

ら
通
達
も
来
て
い
る
。

今
後
順
次
整
備
し
て
い

く
。
防
止
に
関
し
て
は

研
修
や
チ
ラ
シ
等
を
利

用
し
て
職
員
の
意
識
を

高
め
て
い
く
。

ま
た
、
毎
年
県
立
、
私

立
高
校
の
先
生
方
に
説

明
会
に
来
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
そ
れ
を
分

散
さ
せ
て
、
丁
寧
な
情

報
提
供
を
し
た
い
。

大川　徹也 議員 三樹病院前の冠水状況（昨年）

国
の
２
次
補
正
の
動
向
を
見
極

め
対
応

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
交
付

金
の
活
用
は

係
争
案
件
の
た
め
一
切
答
弁
で

き
な
い

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策

事
業
の
告
訴
の
結
果
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り

組
み
は

研
修
へ
の
参
加
等
を
検
討
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■
編

集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
　

☎
0952−

52−
2184

■
上

峰
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 
上
峰
町

検
　
索
➡➡

上
峰

議
会

だ
よ

り
　

194号
　

令
和

２
年

７
月

２７日
発

行
■

発
行

／
佐

賀
県

上
峰

町
議

会
　住

所
／

上
峰

町
大

字
坊

所
383番

地
１

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り

今
ま
で
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
出
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
消
毒
の
徹
底
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

３
密
を
回
避
す
る
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
第
２
波
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
今
後
、
感
染
が
広
が
れ
ば
、
誰
も
が

感
染
者
に
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。誤
っ

た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
て
、
差
別
意
識
を
持
た
ず
、

正
し
い
情
報
を
持
っ
て
上
手
に
病
気
と
付
き
合

う
こ
と
が
心
身
の
健
康
を
保
つ
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
し
ま
す
。

�

（
寺
﨑
）

あ
と
が
き

議
会
だ
よ
り
　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
寺
﨑　
太
彦

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
原　
　
直
弘

�

委
員　
　
　
大
川　
徹
也

�

委
員　
　
　
鈴
木　
千
春

行事への参加� ４月～６月
新型コロナウイルスの影響により行事への
参加はありません。

「民生委員・児童委員」

　私達「民生委員・児童委員」は町内各地域から２１名で構成され、明朗で健全な地域社会
づくりをモットーに日々皆様方に支えられ誠意を持って接し社会福祉の増進に努めていま
す。現在新型コロナウイルスの感染が徐々にではありますが終息しているかのように思え
ますが、決して予断は許されない状況にあります。独居の人、身体の不自由な人などが少
しでも自立ができますよう、訪問という形で頑張っています。７月８月は気温の上昇に伴
い、大雨・台風も多くなる予想です。昨年の大雨を思い起こし、安否確認が必要不可欠になっ
てくることと思い、各自が自覚し少しでも和らぎ安心して暮せるようサポートしていきま
す。それには地域の方々の情報をよろしくお願い致します。
　児童は新学期が始まるや否や新型コロナウイルスの影響から休業等が多く、まだまだ学
校に慣れていない新１年生もいるのではないでしょうか？通学にしても不慣れ等の心配が
あるかのように思われます。各地区においても各委員は交通が繁雑な場所においては事故
の未然防止のためそして安心安全な登校のため、見守りの実施をし、児童の幸福をはかる
ため頑張っています。尚毎年８月下旬に実施しております「子供を育てる会」は本年、新
型コロナウイルス関連で、今年は１１月頃に予定しています。

　少子化、核家族化、児童虐待や
子育てをめぐる課題は複雑化、多
様化しています。少しでも皆様方
の相談になれば幸いと思っていま
す。
　関係者の皆様方に感謝しますと
共に、今後ともよろしくご指導お
願い申し上げます。

新しい発見！

ボランティア
グループ
の紹介

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会を傍聴して
いただき、ありがとうございます。
　次回の定例会の会期は、９月４日（金）
から１８日（金）までを予定しています。
　一般質問は１４日（月）及び１５日（火）
の予定です。
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